
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年４月13日

【四半期会計期間】 第65期第１四半期（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

【会社名】 川崎地質株式会社

【英訳名】 Kawasaki Geological Engineering Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　坂上　敏彦

【本店の所在の場所】 東京都港区三田二丁目11番15号

【電話番号】 ０３－５４４５－２０７１（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　経営管理本部長　五藤　幸晴

【最寄りの連絡場所】 東京都港区三田二丁目11番15号

【電話番号】 ０３－５４４５－２０７１（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　経営管理本部長　五藤　幸晴

【縦覧に供する場所】 川崎地質株式会社西日本支社

（大阪府大阪市淀川区宮原四丁目４番50号）

川崎地質株式会社中部支社

（愛知県名古屋市名東区高社一丁目266番）

川崎地質株式会社北関東支店

（埼玉県さいたま市見沼区東大宮五丁目44番１号）

川崎地質株式会社横浜支店

（神奈川県横浜市中区真砂町四丁目43番地）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

川崎地質株式会社(E04987)

四半期報告書

 1/15



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第１四半期
累計期間

第65期
第１四半期
累計期間

第64期

会計期間

自平成25年
　12月１日
至平成26年
　２月28日

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　２月28日

自平成25年
　12月１日
至平成26年
　11月30日

売上高 （千円） 896,712 1,228,595 7,684,917

経常利益又は損失（△） （千円） △149,183 △43,742 270,128

四半期（当期）純利益又は純損失

（△）
（千円） △104,273 △40,122 121,187

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 819,965 819,965 819,965

発行済株式総数 （株） 5,289,900 5,289,900 5,289,900

純資産額 （千円） 2,648,775 2,798,885 2,875,909

総資産額 （千円） 7,517,886 7,626,052 7,016,507

１株当たり四半期（当期）純利益

又は純損失金額（△）
（円） △24.30 △9.35 28.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 35.2 36.7 41.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、四半期財務諸表等規則第12条の規定により、関連会社の損益等に重要

性が乏しいため記載を省略しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。
　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
 
 

２【経営上の重要な契約等】
当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
 
 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1) 経営成績の分析

①業績の概況
当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日本銀行による金融緩和政策を背景に円安株高
が進み、輸出産業を中心とした企業収益改善や設備投資の持ち直し等が見られ、引き続き緩やかながらも回復基調
で推移しました。一方、中国をはじめとする新興国の経済動向や海外政情不安による影響等、先行きは依然として
不透明な状況が続いています。
建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましては、概ね建設投資への予算執行が堅調に推移し、東日本大
震災の復興関連業務のほか、国土強靭化計画に関連する防災・減災、保全対策関連業務の増加が期待されました
が、平成26年度補正予算の柱となる、災害復旧・復興加速化など災害・危機等への対応及び地方の活性化対策を盛
り込んだ「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」の成立が遅れたことや、被災地以外の公共事業の縮減や、
地方自治体の財政難から、厳しい市場環境・受注環境となりました。
こうした状況の中、当社は保有・先端技術を活かし、東日本大震災の復興関連業務、国土強靭化関連の構造物点
検や維持管理業務の特定率向上に向けた対応強化を全社員協力一致のもと引き続き取り組んだ結果、当第１四半期
累計期間の経営成績は、次のとおりとなりました。
受注高は11億94百万円（前年同四半期比24.4％減）、売上高は12億28百万円（前年同四半期比37.0％増）、営業
損失51百万円（前年同四半期は営業損失１億53百万円）、経常損失43百万円（前年同四半期は経常損失１億49百万
円）、四半期純損失40百万円（前年同四半期は四半期純損失１億４百万円）となりました。
②売上高の季節的変動について
当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上高・
利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。この為、当第１四半期では売上
高収入に対し諸費用がバランスせず、利益面では一時的にマイナスとなりますが、年間計画には織り込み済みの進
捗状況です。

 
(2) 財政状態の分析

（資産）
　資産合計は、前事業年度末に比べ６億９百万円増加し、76億26百万円となりました。その主な増減内訳は、完成
調査未収入金の減少１億99百万円、未成調査支出金の増加６億39百万円等であります。
（負債）
　負債合計は、前事業年度末に比べ６億86百万円増加し、48億27百万円となりました。その主な増減内訳は、短期
借入金の増加９億90百万円、未払費用の減少１億46百万円等であります。
（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べ77百万円減少し、27億98百万円となりました。その主な増減内訳は、利益剰

余金の減少80百万円等であります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じ
た課題はありません。

 
(4) 研究開発活動

　当社の調査コンサルタントとしての業務は、その全てが高度な技術力によって支えられており、その向上と新分
野、新技術の開発は不可欠なものであります。この為当社は、地盤に関連した広範囲な課題に対する最適なソ
リューションを提供することを目的として、国、独立行政法人、大学等の研究機関ならびに民間の研究機関との連
携による共同研究開発を積極的に進めており、研究開発費の執行状況は2,712千円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年４月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,289,900 5,289,900

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数1,000株

計 5,289,900 5,289,900 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年12月１日～

平成27年２月28日
－ 5,289,900 － 819,965 － 826,345

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができませんので、直前の基準日（平成26年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）（注） 普通株式　　999,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,255,000 4,255 －

単元未満株式 普通株式　　 35,900 －
１単元(1,000株)未満

の株式

発行済株式総数 5,289,900 － －

総株主の議決権 － 4,255 －

　（注）「完全議決権株式（自己株式等）」欄の株式数は、全て当社所有の自己株式であります。

 

②【自己株式等】

平成27年２月28日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

川崎地質株式会社
東京都港区三田二

丁目11番15号
999,000 － 999,000 18.89

計 － 999,000 － 999,000 18.89

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は999,671株、その発行済株式総数に対する割合は18.90％

であります。

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年12月１日から平成27

年２月28日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年12月１日から平成27年２月28日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年11月30日)
当第１四半期会計期間
(平成27年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 308,593 488,007

受取手形 18,749 1,739

完成調査未収入金 2,420,702 2,221,426

未成調査支出金 745,353 1,384,505

材料貯蔵品 3,775 3,499

繰延税金資産 66,416 70,036

その他 65,250 68,673

貸倒引当金 △245 △224

流動資産合計 3,628,596 4,237,664

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 593,232 586,569

機械及び装置（純額） 96,666 90,978

土地 1,472,382 1,472,382

その他（純額） 219,331 221,570

有形固定資産合計 ※１ 2,381,612 ※１ 2,371,499

無形固定資産 87,298 83,180

投資その他の資産   

投資有価証券 481,613 487,556

繰延税金資産 124,040 132,443

その他 317,426 317,788

貸倒引当金 △4,081 △4,081

投資その他の資産合計 918,998 933,707

固定資産合計 3,387,910 3,388,388

資産合計 7,016,507 7,626,052

負債の部   

流動負債   

調査未払金 561,383 414,548

短期借入金 1,900,000 2,890,000

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

賞与引当金 － 67,317

未成調査受入金 176,314 228,211

その他 532,776 261,742

流動負債合計 3,230,474 3,921,820

固定負債   

長期借入金 105,000 90,000

退職給付引当金 516,769 536,978

その他 288,353 278,368

固定負債合計 910,122 905,346

負債合計 4,140,597 4,827,166
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年11月30日)
当第１四半期会計期間
(平成27年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 1,727,998 1,647,422

自己株式 △574,087 △574,360

株主資本合計 2,800,220 2,719,371

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 75,688 79,513

評価・換算差額等合計 75,688 79,513

純資産合計 2,875,909 2,798,885

負債純資産合計 7,016,507 7,626,052
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年２月28日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

売上高 896,712 1,228,595

売上原価 594,723 815,715

売上総利益 301,989 412,879

販売費及び一般管理費 ※１ 455,131 ※１ 464,130

営業損失（△） △153,142 △51,250

営業外収益   

受取利息 143 103

受取配当金 3,405 3,449

受取手数料 1,574 5,032

固定資産賃貸料 15,563 15,563

その他 617 685

営業外収益合計 21,304 24,834

営業外費用   

支払利息 7,171 6,600

退職給付費用 7,397 7,384

その他 2,777 3,340

営業外費用合計 17,346 17,326

経常損失（△） △149,183 △43,742

税引前四半期純損失（△） △149,183 △43,742

法人税等 △44,910 △3,620

四半期純損失（△） △104,273 △40,122
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下、「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げた

定めにおいて、当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決

定方法を変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が29,521千円増加し、利益剰余金が18,999千円減少

しております。また、当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響は軽微であ

ります。

 

　　（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成

25年12月25日）を当第１四半期会計期間より適用しております。

　なお、当社が導入している「株式給付信託（J-ESOP）」（以下、「本制度」といいます。）は、当第１四半期

会計期間の期首より前に締結された信託契約によるため、それに係る会計処理については従来採用していた方法

を継続適用しております。

　そのため、当第１四半期財務諸表への影響はありません。

 

（追加情報）

　　（信託が保有する自社の株式に関する事項）

当社は、従業員の新しい福利厚生サービスとして自社の株式を給付し、当社の株価や業績との連動性をより高

め、経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めること

を目的として、「株式給付信託（J-ESOP）」を導入しております。

(1)取引の概要

　 本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、当社の従業員が退職した場合に当該退職者に対し当社

株式を給付する仕組みです。

 　当社は、従業員に勤続や成果に応じてポイントを付与し、従業員の退職時に累積したポイントに相当する当

社株式を給付します。退職者に対し給付する株式については、あらかじめ信託設定した金銭により将来分も含

め取得し、信託財産として分別管理するものとします。また、信託銀行は制度加入者である当社従業員（信託

管理人）の指図に基づき議決権を行使します。

 　本制度の導入により、従業員の勤労意欲や株価への関心が高まるほか、優秀な人材の確保にも寄与すること

が期待されます。

(2)「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平

成25年12月25日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

(3)信託が保有する自社の株式に関する事項

①信託における帳簿価額は前会計年度203,957千円、当第１四半期会計期間201,793千円であります。信託が

保有する自社の株式は、株主資本において自己株式として計上しておりません。

②期末株式数は前第１四半期会計期間は386,000株、当第１四半期会計期間は373,000株であります。期中平

均株式数は、前第１四半期会計期間は386,000株、当第１四半期会計期間は374,000株であります。期末株

式数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の計算上、控除する自己株式数に含めておりません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。
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（四半期貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成26年11月30日）

当第１四半期会計期間
（平成27年２月28日）

1,639,459千円 1,658,291千円

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第１四半期累計期間
（自　平成25年12月１日
　　至　平成26年２月28日）

　当第１四半期累計期間
（自　平成26年12月１日
　　至　平成27年２月28日）

給料手当 198,322千円 201,542千円

法定福利費 42,154 44,586

旅費交通費 26,379 25,753

賞与引当金繰入額 31,840 28,408

退職給付費用 8,079 6,796

 

　２ 売上高の季節的変動

前第１四半期累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年２月28日）

　当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、

売上高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

 

当第１四半期累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

　当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、

売上高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年２月28日）

当第１四半期累計期間
（自 平成26年12月１日
至 平成27年２月28日）

減価償却費 33,656千円 35,723千円

 

EDINET提出書類

川崎地質株式会社(E04987)

四半期報告書

11/15



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年２月28日）

１．配当に関する事項

(1) 配当支払金額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年２月27日

定時株主総会
普通株式 21,461 5 平成25年11月30日 平成26年2月28日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

１．配当に関する事項

(1) 配当支払金額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月26日

定時株主総会
普通株式 21,453 5 平成26年11月30日 平成27年2月27日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年２月28日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年２月28日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成25年12月１日
至　平成26年２月28日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年２月28日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △24円30銭 △９円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △104,273 △40,122

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △104,273 △40,122

普通株式の期中平均株式数（株） 4,291,960 4,290,361

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年４月10日

川崎地質株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 網本　重之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大屋　浩孝　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝山　喜久　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川崎地質株式会

社の平成26年12月１日から平成27年11月30日までの第65期事業年度の第１四半期会計期間（平成26年12月１日から平成27

年２月28日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年12月１日から平成27年２月28日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川崎地質株式会社の平成27年２月28日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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